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ラックメーカー

倉庫管理システム(WMS)

h t t p s : / / i t . s a n s h i n k i n z o k u . c o . j p /

□本社・工場   〒595-0814  大阪府泉北郡忠岡町新浜 1-30-10

□福島工場    〒963-8116 福島県石川郡平田村西山字 101

製品に関するお問い合わせ

■東京支社   T E L . 0 3 - 3 6 6 9 - 0 8 0 0

■中部支社   T E L . 0 5 6 8 - 7 5 - 7 8 1 1

■大阪支社   T E L . 0 6 - 6 1 2 1 - 7 8 7 0

■九州支社   T E L . 0 9 2 - 9 2 5 - 4 2 0 0

スタッフ募集
072-436-1533TEL

お問い合わせ ください

検品レスのピッキングシステムを導入し、

平積み倉庫を大幅改善！

入荷から出荷までの倉庫業務をトータル管理することで、どこに・なにが・どれだけあるかを把握できるだけでなく、
入・出荷状況も確認でき、作業効率が向上します。また、無線ハンディやタブレットなどから、現場と事務所で情報
共有（出荷量や進捗など）が可能です。一日の作業量を把握できるため、確認業務が減少し作業効率化に繋がります。

導入事例 山田化学株式会社様

ザイコス

詳細はこちら

三進金属工業のマテハン機器との連動による移動ラックの自
動開閉やデジタル表示器との連動によるピッキング箇所の可
視化などにより、業務効率が大幅に向上します。他社システ
ムとの連動も可能なため、最適なカスタマイズを実現します。

1年毎のサポート契約です。必要な修理・交換を行います。
※修理費用や作業費用が別途発生いたします。

入出荷・保管といった倉庫における庫内物流の正確性と
スピードアップを実現するしくみです。
倉庫業務を快適に！ラックメーカーが考える現場にフィット
したWMS です。

ザイコスとは？

ザイコスはお客様のご要望に沿った必要最低限の機能のみ
でシステムを構築することができるため、経済的な導入が
可能です。運用の変化に伴い、ザイコスをカスタマイズ・バー
ジョンアップしていく事もできます。
マテハンメーカーならではのノウハ
ウを活かし、現場がいかに円滑
に回るかを想定してシステムづく
りを提案します。

自社開発だからこそできるシステム構築

導入後も安心の保守サポート契約

マテハン機器・他社システムとの連動が可能

専用サイト

製造業の原料・部品・製品倉庫
小売・卸売業・通販・EC の商品倉庫

サービス業の保守部品倉庫

ザイコスが導入されている倉庫

ザイコスを使うと『在庫数』が合うザ イ 　 コ 　 スウ

三進金 属工 業 が自社開 発

積込検品

納品書・送り状

出荷検品

ピッキング

在庫引当
出荷登録

在庫保管

格納・入庫登録

入荷検品
入荷登録

動画

した

https://it.sanshinkinzoku.co.jp/


物流センター・倉庫など高密度環境に最適

本社 〒130-0026 東京都墨田区両国 3-25-5 JEI 両国ビル TEL：03-5600-5111（代）
株式会社フルノシステムズ www.furunosystems.co.jp

フルノシステムズ

く わ し く は

中規模倉庫・工場に最適

物流・工場現場のＤＸ化を支える

無線ＬＡＮアクセスポイント

https://www.furunosystems.co.jp/


グローバル戦略強化で成長加速
中国などアジアでの需要が拡大

資生堂は、化粧品市場のグローバル化に
伴い、2019年には企業ミッションを世界
に通用するものとして「B E A U T Y
INNOVATIONS FOR A BETTERWORLD
ビューティーイノベーションでより良い世
界を」に改めるなど、その事業展開が新た
な段階に突入していることは明らかだ。同
社の設立は1872年で、来年の2022年に150
周年の佳節を迎える。製品展開は約120か
国・地域に及び、ビューティー企業として
の事業規模は、世界の一流化粧品メーカー
としのぎを削り、売上高ベースで現在第5
位、アジアではトップを快走する。従業員

はビューティーコンサルタントを含め約4.6
万人。従業員の国籍は約100か国・地域に及
び、女性管理職比率も日本を含めたグロー
バルで57.5%に達しており、これら数字から
グローバルで開明的な同社の経営姿勢が窺
われる。
同社の製品構成比率は、アジア市場で日
本メーカーが強さを発揮しているスキンケ
ア製品が60％でトップを占めており、これ
を将来的には80％にまで高める方針だ。グ
ローバルでの研究開発拠点は7か所で、生産
拠点は12か所（うち日本は5か所。現在建設
中で来年度上期に竣工予定の福岡久留米工
場は含まれていない）。国別の売上高比率
は日本に次いで中国が多く、年々その存在
感を増しているのが実情だ。中国では特に
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REPORT 01

(株)資生堂が大阪府茨木市に開設した新サプライチェーン拠点（写真１）が去る9月に始
動した。同社プレステージスキンケア製品の生産を担う大阪茨木工場と、物流を担う西日
本物流センター（WDC）が昨年12月に竣工し、さらに「SHISEIDO BEAUTY SITE（一般向
け見学コース）」と「コンシューマーセンター」の整備が終了したことから、これら４つ
の機能を備える新たなコンセプトのサプライチェーン拠点が完成したもの。総投資額は約
635億円。工場と物流センターの併設は同社では初めてで、生産・輸送に関わる作業効率向
上、輸送に関わる環境負荷低減を志向した拠点となっている。そこで今回は特に大阪茨木
工場ならびにWDCにフォーカスしつつ、新拠点の概要、機能、特色などについてレポート
する。(編集部)

写真１
大阪茨木工場／西日本物流センターのメインエントランス

大阪の新サプライチェーン拠点が始動
工場、物流センターなど４機能が集結

工場と物流センターの併設は同社初
生産性向上、環境負荷低減も志向

(株)資生堂
大阪茨木工場／西日本物流センター



高級ブランドのプレステージスキンケア製
品の人気が高く、2020年度も意欲的な消費
が目立ったという。日本国内の５か所の生
産拠点は、この中国をはじめとする需要旺
盛なアジア市場に「メイド・イン・ジャパ
ン」商品を供給することで、同社の長期に
わたる持続的な成長を支えるものとなって
いる。
同社の売上高は2015年まで約7,000億円
で推移していたが、2014年に同社で初めて
役員を経ずに社長に就任した魚谷氏（代表
取締役 社長 兼 CEO）が指揮をとり、マー
ケティング投資の拡大や、製品の絞り込み
などの改革を進めると、増加に転換。2017
年に売上高1兆円を突破し、2019年には営
業利益率10％を達成した。コロナ禍で足元
の業績は若干低下したものの、感染者数が
減少し、社会活動が通常運転に戻っていく
中で、コロナ禍以前の水準に回復できると
同社では見ている。
同社製品ブランドは構造改革の推進とコ

ロナの影響もあり、ラインアップに変化が
生じている。選択と集中を進める中で同社
がより強みが発揮できるスキンケア製品の
比率を高めるとの意向を反映したもので、
その中でもラグジュアリー製品に位置づけ
られるプレステージスキンケア製品のグロ
ーバル市場での拡販は最大の目標と言え
る。今年2月に発表した中長期経営戦略
「WIN2023 and Beyond」の主要戦略とし
ては、「高収益構造への転換」、「スキン
ビューティーへ注力」、「成長基盤の再構
築」が掲げられており、今回着目した新サ
プライチェーン拠点の開設は「高収益構造
への転換」において「生産拠点の生産性向
上」を実現するものに他ならない。

100年先の資生堂の基礎をつくる
グローバル展開で持続的な成長へ

新サプライチェーン拠点設立に託した資
生堂の想いについて、同社大阪工場・大阪

茨木工場の管理部長である多田雅信氏（写
真２）は「新サプライチェーン拠点の設立
は、「100年先の未来を見据えて資生堂の高
品質なものづくりを発信する拠点をつく
る」というビジョンのもとに進められまし
た。生産・物流・配送の各機能を統合した
この拠点の設立により、市場への柔軟な製
品供給と、高い経営効率を実現することは
中長期経営戦略「WIN2023 and beyond」の
目標達成につながります。今少し詳しく言
えば、当社は世界で勝てる日本発のグロー
バルビューティーカンパニーを目指してお
り、この新サプライチェーン拠点の設立
は、日本の匠のものづくりの価値を海外に
も広く訴求していく中で、特に当社が強み
を発揮しているスキンケア製品をグローバ
ル展開し、持続的な成長を図っていくため
の製品供給体制を整えるという意味を持ち
ます」と説明する。
新サプライチェーン拠点は、前述の通
り、大阪茨木工場、WDC、SHISEIDO
BEAUTY SITEとコンシューマーセンター
の４つの機能で構成されている。ここでは
まず、大阪茨木工場、SHISEIDO BEAUTY
SITE、コンシューマーセンターの３つの機
能について簡単に説明し、そのあと大阪茨
木工場の詳細な内容に踏み込む。WDCにつ
いてはその後で詳述することにする。
大阪茨木工場はプレステージスキンケア
製品の生産拠点で、生産設備の拡充を順次

写真２ 大阪工場・大阪茨木工場 管理部長 多田雅信氏
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進め、2023年以降、年間最大1億6,000万個
の生産能力を見込んでいる（写真３）。品
質管理面でも医薬品レベルのISO22716に準
拠したハード＆プロセスを実現しており、
匠の技術との融合によるメイド・イン・ジ
ャパン製品を供給する最新鋭の生産拠点と
なっている。
SHISEIDO BEAUTY SITEは、「The

Journey to Beauty」をコンセプトとした一般
消費者向けの工場見学施設で、従来の見学
施設とは一線を画し、同社の企業としての
情報や新たなブランド情報の発信拠点とし
ての機能も掲げている。資生堂の歴史を示
すほか、過去から現在までの製品を紹介す
るミュージアム、フレグランス作り等が体
験できるワークショップ、五感を使った化粧
品の品質判定が体感できるラボ、現在販売
されている製品を試すことのできるマルシ
ェなどのコンテンツが用意されており、生
産現場やこれらコンテンツを回る見学コー
スが設定されているという。2023年以降に
は年間1万5,000人の見学者の受け入れが可
能となる予定だ。
コンシューマーセンターは、消費者から
寄せられた相談や要望などの情報を収集・
管理し、製品開発等に生かすための機能
で、これまでは東京のみに設置されていた
が、今回新たに分室を新拠点にも設け、こ
れまでと同様に製品開発や生産等に活用
し、顧客満足度の向上に繋げていく。
新サプライチェーン拠点は、同社の

「PEOPLE FIRST」という考えのもと、ワ

クワクしながら仕事に集中できる環
境のコンセプトで、匠の製品品質を
支えるのは「人」であるとの視点か
ら、労働環境の快適性も徹底的に追
求。具体的には、ABWを採用（同
社全体でも採用）し、従業員が場所
とスタイルを自由に選択できる働き
方を実現したのをはじめ、自然を感

じ、リラックスできる開放的な空間で、仕
事と食事のオン・オフの切り替えができる
カフェテリアや、従業員同士のコミュニケ
ーションの場やリラックスタイムを過ごす
場など、休憩時間の目的にあわせた利用が
できる休憩スペース、就業後に充実した時
間を過ごすためのパウダールームなどが設
置されている。

人に優しい働きやすい生産現場へ
AGVやラック倉庫などで負担軽減

大阪茨木工場について、大阪工場・大阪
茨木工場香粧品製造部工程管理グループの
グループマネージャーである新藤美貴氏
（写真４）は「大阪茨木工場は『人に優し
い働きやすい生産現場』を生産現場設計コ
ンセプトとした生産拠点で、ロボットと人
が協働しながら効率的に生産できる現場と
なっています。ISO22716に準拠したGMP

写真３ プレステージスキンケア製品の充填ライン

写真４ 大阪工場・大阪茨木工場 香粧品製造部
工程管理グループ グループマネージャー 新藤美貴氏

December 2021 LOGI-EVO
06



対応により高い品質管理を実現しているほ
か、自動搬送（バルク・材料）や各種帳票
類のデジタル化で生産性向上を図っている
点も特徴となっています」と説明する。
GMP対応については、建屋をゾーニン
グし、充填エリアと仕上エリアをパーテー
ションで区切っており、よりクリーン度が
求められる充填エリアではクリーンスーツ
着用（仕上エリアでは統制服を着用）が義
務づけている。また、製品の流れを充填エ
リアから仕上エリアへの一方通行にして逆
流を防止し、さらに人とモノの導線を区別
することでコンタミネーション（異物混
入）リスクを徹底して排除している。
バルク（充填された状態で１ｔクラスの
重量の大型タンク）搬送には、AGV（2
台）を導入した（写真５）。同社大阪工場
では、現状、ローリフトを使ってオペレー
ターが搬送しているが、大阪茨木工場では
AGVが自動的に充填ライン先頭まで搬送す
る仕組みとなっている。また、生産に必要
な材料はラック倉庫やベルトコンベヤで必
要な時に必要な数量がラインに自動供給さ
れるJIT（Just In Time）システムも導入さ
れており、材料搬送にかかるオペレーター
の作業負荷を大幅に軽減したものとなって
いる。

徹底した自動化で生産性向上を実現
世界初の「GP3」導入で負荷も軽減

ここからはWDCについて詳述してい
く。WDCはパレット自動倉庫を挟んだ形で
大阪茨木工場と一体化している。設計上は
WDCも大阪茨木工場も7階建てだが、WDC
は倉庫としての機能から天井高が必要とな
るため、2階と5階をスキップする形で5層構
造となっている。
建屋面積は約4万9,000㎡で、中間に位置
するパレット自動倉庫（写真６）の収容能
力は約3万3,000パレット。担当した物流設
備ベンダーによれば、このパレット自動倉
庫は国内最大クラスだという。この3万
3,000パレットは大阪茨木工場と共有してお
り、工場棟で8,000パレット、物流棟で2万
5,000パレットを使用する形となっている。
大阪茨木工場で生産された製品は、充填
・仕上の最終工程からベルトコンベヤで6階
フロアを通って物流棟に自動搬送され、パ
レタイジングロボットでパレタイジングさ
れた後に自動倉庫に格納されるレイアウト
になっており、工場棟の生産現場から物流
棟の倉庫までの一連の搬送・格納工程が全
て人手を介さず自動で行われる仕組みだ。
一方、他の工場で生産された製品は、4階の
トラックバースで配送車両から荷降ろしを
行い、そのまま自動倉庫に格納される。
6階と7階はマテリアルハンドリング設備

写真６ 約3万3,000パレットの収容能力を持つパレット自動倉庫

写真５ AGVでバルク搬送を自動化
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や什器を設置せず、ネステナーやラックを
組んだ平置きの格納エリアとした。4階から
1階までは全てベルトコンベヤでつながって
おり、同社国内工場と物流で使用している
折り畳み式コンテナで製品を一気通貫で搬
送・保管することができる。
パレット自動倉庫に格納された製品が出

荷される際は、デパレタイジングロボット
でケース単位にデパレタイズされ、ケース
保管用のマルチシャトルを経由して、各工
程へ自動で製品を搬送し、作業を行う仕組
みで、4階から3階、3階から1階に製品を搬
送し、トラックバースから製品を出荷す
る。WDC全体として自動化を徹底し、生産
性向上とともにオペレーターの身体的負担
軽減が実現できるシステムに仕上がってい
る。
同社の化粧品の物流体制は、２つの物流
センター（関東物流センター〔KD〕
、WDC）と７つの商品センター（KDと
WDCは商品センター機能を兼備。そのほか
は、北海道商品センター、深谷商品センタ
ー、中部商品センター、九州商品センタ
ー、沖縄商品センター）で構成されてい
る。物流センターは、工場で生産された商
品を保管し、商品センターに出荷するため
の拠点で、商品センターは、その商品を組
織小売業や契約店などに配送するための拠
点だ。
WDCについて、SJロジスティクス部
WDCオペレーショングループのグループマ
ネージャーで、西日本物流センターのセン
ター長を兼務する井上諭氏（写真７）は
「WDCは、六甲物流センター、大阪サテラ
イトセンター、近畿商品センターを統合し
たもの（２拠点は集約に伴い廃止、１拠点
は国際物流拠点として継続）で、今年上期
にそれぞれの業務と在庫を順次取り込みま
した。六甲物流センターはDC機能を有し、
一方、大阪サテライトセンターと近畿商品
センターは近畿・中四国圏のお客様のオー
ダー出荷に対してTC機能を有し、それぞれ

運用を行っておりましたので、これら3拠
点が統合されたWDCはDCとTCの機能を
併せ持つ拠点となっています」とし、「現
在、WDCには掛川、大阪茨木、大阪の3工
場で生産された国内市場向けの製品が入っ
てきており、西日本の製品在庫拠点とし
て、ここから全国の商品センターにそれら
製品を供給しています。一方、TC機能と
しては、西日本の14府県（山口県を除いた
近畿・中四国圏）のお客様に商品を配送し
ており、その出荷カバー率（同社国内市場
向けの出荷数量に占めるWDCの比率）は
25％となっています。WDCには3PL企業
も含めて約140人の従業員が在籍してお
り、パートナー会社6社がその運用をサポ
ートしています」と説明してくれた。
井上氏はさらに「お客様への商品をお届

けするための出荷設備として、マルチシャ
トルを使用した「GP3（Goods To Person
for Pick and Pack）」（写真８）を導入し
ている点もWDCの特徴です。GP3は、商
品ピッキングと梱包・ラベリングが定点＆
歩行レスで行える出荷システムで、当社の
出荷業務では従来主流だったカートピッキ
ングに代わるものとなっています。カート
ピッキングでは重いカートを押しながらの
歩行となり、その距離も相当のものでした
ので、GP3導入でオペレーターの身体的負
担は大幅に軽減されました。GP3について
は、世界初と言える要素が2点あります。
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写真７ ＳＪロジスティクス部WDCオペレーショングループ
グループマネージャー／西日本物流センター センター長
井上諭氏



一つは、商品梱包に使用する段ボールケー
スを製函した状態でマルチシャトルに格納
しており、出荷ステーションに自動的に供
給するというオリジナル設計が施されてい
る点です。もう一つは、テナント型倉庫で
マルチシャトルが導入される場合はワンフ
ロアで施工するケースが主流ですが、WDC
では、建屋設計段階でGP3導入を決めてい
たため、GP3設置範囲の３階から４階を吹
き抜けにし、3階と4階の2フロアでGP3を利
用できる仕様としており、このような事例
は初めてということで、世界初のGP3と表
現させていただいています」と話す。
また、井上氏は「物流センターと工場が

隣接する形で設立された新サプライチェー
ン拠点のシナジーについて「食堂やパウダ
ールームのような社員向け施設や通勤手段
の共用が挙げられます。物流センター単体
では、カフェテリアのような食事を提供す
る充実した施設を設置することは難しいの
ですが、工場と一体となることで物流セン
ターのスタッフにもその恩恵が及ぶように
なりました。物流センターの雇用を考えて
もこの点は大きな効果があると考えていま
す」とし、さらに「WDCのオペレーション
を3PLにすべて委託するのではなく、当社社

員も常駐して共同でオペレーションに携わ
っており、当社物流業務において資産とな
るべき経験やノウハウを積み上げていく方
針です。今後の国内物流における様々な試
みについてもWDCで検証し、その成果を
他の拠点に移植、あるいは水平展開してい
くというコンセプトも含んでおり、WDC
での業務を通じて、当社の今後100年事業
展開を支える物流体制を築いていきたいと
考えています」と語ってくれた。

◇ ◇
新サプライチェーン拠点の内容を伺う中

で、資生堂が掲げる「PEOPLE FIRST」
との理念が完全に投影されているものだと
痛感させられた。同社の「人材が会社にと
って最も大切な資産であり、『強い個が強
い会社をつくる』」とのゆるぎない信念を
垣間見たという印象だ。「働きやすい環
境」の実現は品質向上と生産性向上につな
がり、社業発展に直結する。新サプライチ
ェーン拠点の設立はその意味で「資生堂の
今後100年の成長を決定づけた」と後に語
られることになるだろう。
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列車での荷物輸送サービスを本格化
速達性・定時性、環境保全で優位性

地方と首都圏を結ぶ新たな選択肢
ビジネスポテンシャル拡大の可能性

東日本旅客鉄道(株)
事業創造本部 グループ経営推進部門
次長
堤口 貴子氏

事業創造本部 グループ経営推進部門
列車荷物輸送・ＳＣＭプロジェクト
課長ＧＬ
浜田 剛氏

(株)ジェイアール東日本物流
営業本部 企画ユニット
シニアマネージャー
中田 聡氏

営業本部 営業ユニット
リーダー
舟瀬 浩樹氏

ドライバー不足や輸送時の環境負荷低減などの問題でモーダルシフトが進展する中、新幹
線をはじめとする列車の速達性・定時性を武器とした荷物輸送サービスが脚光を浴びてい
る。東日本旅客鉄道(株)（JR東日本）と(株)ジェイアール東日本物流（JR東日本物流）が提
供する「はこビュン」（写真１）がそれで、JR東日本物流が荷主から輸送発注を受け、列車
を活用した輸送をコーディネートし、JR東日本が列車による輸送部分を担うというスキーム
だ。地方と首都圏を結ぶこの荷物輸送サービスは、地方の名産品の首都圏への、あるいは逆
に首都圏の有名ブランド品の地方へのビジネス展開に活性化をもたらすものと言える。
そこで今回は「はこビュン」に着目し、このサービスを提供するJR東日本からは、事業創

造本部グループ経営推進部門次長の堤口貴子氏と同部門で列車荷物輸送・SCMプロジェクト
課長GLを務める浜田剛氏（写真２）に、JR東日本物流からは営業本部企画ユニットのシニ
アマネージャーである中田聡氏と同本部営業ユニットのリーダーである舟瀬浩樹氏（写真
３）にそれぞれ登場してもらい、このサービスの内容、事業開発の経緯、現状、今後の可能
性、計画などについて話を聞いた。(編集部)

東日本大震災復興支援が契機
地方創生はグループのミッション

――まず「はこビュン」を本格展開された
経緯についてお聞きしたいと思います。

堤口 列車を利用した荷物輸送サービスの
スタートは2017年になります。この間、様
々な課題に対する改善・工夫を積み重ねて
きた結果、お客様のニーズに対応する十分
な体制が整いましたので、10月よりサービ
スの名称を「はこビュン」とし、本格展開
することにいたしました。「はこビュン」

という名称には、荷物のイメージである
「箱」と「運ぶ」をかけて「はこ」、そし
て新幹線や在来線特急列車などでスピーデ
ィに「ビュン」と荷物を届けるというイメ
ージが込められており、ロゴも含め、より
多くのお客様に親しみをもっていただくこ
とで利用促進が図れるものと考えていま
す。

浜田 本サービスは、この4月まで駅から駅
までの輸送に限定されていましたが、4月以
降は到着駅から自動車でさらにお客様ご指
定の場所まで荷物を輸送する認可を得てお

写真１ 新幹線で荷物を輸送する「はこビュン」
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ります。このサービス拡充から半年が経過
し、業務が完全に軌道に乗ったことも本サ
ービス本格展開の判断につながりました。

――「はこビュン」の事業スキームとサー
ビスの内容についてお聞かせください。

中田 本サービスの事業スキームは、JR東
日本物流が荷主となるお客様から輸送の発
注を受け、列車を活用した輸送をコーディ
ネートし、JR東日本に列車輸送を依頼する
形となっています。お客様が出発駅にお持
ち込みいただいた荷物を列車に積み込み、
到着駅で荷物を降ろします。その先はご契
約によりますが、その場で荷物をご指定の
相手に引き渡すか、ご指定の場所に自動車
で輸送し、お届けするのかのいずれかにな
ります（図表１）。いずれにしてもお客様
のご要望を承りつつ最適な輸送および契約
形態をご提案いたしますので、安心してま
ずはご相談いただければと思っています。

舟瀬 本サービスの新幹線での荷物取扱対
象駅は、東北・北海道新幹線が東京駅、郡
山駅、仙台駅、盛岡駅、新青森駅、新函館
北斗駅の６駅、上越新幹線が東京駅、新潟
駅の2駅、北陸新幹線が東京駅、長野駅、
金沢駅の３駅となっております。

――「はこビュン」の受注は荷主からの申
し込みが多いのでしょうか。

浜田 現状は当社の方から営業アプローチ
をかけて受注するケースが多いです。列車
輸送の定時性と速達性というメリットを踏
まえ、列車輸送による長距離輸送に適した
商品をお持ちの事業者様を調査し、積極的
に提案させていただいています。具体的に
は、鮮魚を扱っている水産事業者様が「朝
どれ」の新鮮な鮮魚をいち早く地方から首
都圏に輸送し、飲食店や小売店にお届けす
るというように付加価値を高めるようなご

利用が多くなっています。本サービスの利
用対象となる事業者様は、すでにトラック
や航空機などで商品輸送をされています。
ゆえに、これら輸送手段に代わる付加価値
として、列車輸送の長所である定時性と速
達性のメリットを強調させていただいてい
ます。

堤口 鮮魚が水揚げ地から首都圏の飲食店
や小売店に届くまでには、市場流通なども
考えますと、最低でも中1日を要するケース
が一般的です。一方、本サービスでは、水
揚げ地からダイレクトに消費地に輸送しま
すので、朝水揚げした鮮魚がその日の昼ご
ろには首都圏の駅に到着し、午後には飲食
店や小売店に届きます。小売店であれば、
朝どれの鮮魚をその日の夕方の買い物どき
に店頭に陳列することができるわけで、高
い付加価値を提供することが可能です。地
方から首都圏への輸送荷物の中身として
は、鮮魚以外に農産物や花卉などの事例も
あります。いずれも鮮度が品質に直結する
商品で、販売の現場では、新幹線で運んだ
ことをアピールし、鮮度の高さをお客様に
お伝えすることで（写真４）、皆さんに大
変に喜んでいただいています。

【写真２】JR東日本(株)の浜田課長(左)と堤口次長(右)
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――本サービスの提供にあたって列車の仕
様を変更されるような措置はあったのでし
ょうか。

浜田 基本的に当社既存アセットをそのま
ま利用することをもって本サービスを提供
させていただいています。

堤口 新幹線にはご乗客の皆様への車内サ
ービスのためのスペースとなる車販準備室
が１編成当たり2か所設けられており、現
在はそのうちの１か所を本サービスの輸送
荷物の保管スペースとして利用していま
す。

浜田 車販準備室には、3辺の和が120㎝に
なる段ボールケースが40箱入ります。JR東
日本物流とお客様との商談の際にはこの基
準でどの程度の荷物を輸送するのかを決め
ることになります。また、輸送中の荷物は
常温での輸送となりますので、現状、鮮度
管理が必要な商品については、その管理に
適した梱包形態（保冷効果の高い包装資材
に氷と一緒に詰めるなど）で梱包していた
だいています。より広範なお客様のニーズ
に対応していくためには、輸送中の温度帯
管理が必要になると認識しており、今後の
課題として検討していく予定です。

堤口 本サービスは当社の車両を活用した
全く新しいサービスですので、実際にお客
様のご意見やご要望を伺うなかでサービス
提供体制の検討を行っております。輸送中
の温度管理につきましても列車内外の設備
増強や維持管理にも関わりますので、バラ
ンス感覚も含めて検討を進めて参りたいと
思っています。

――在来線の特急列車の場合も同様でしょ
うか。

浜田 新幹線ほどではありませんが、特急

列車にも車販準備室があります。物量的に
は新幹線には及びませんが、特急列車が走
る在来線のエリアはより広範に及びますの
で、特急列車の始発駅で荷物を積み込むと
いう対応もしています。例えば山梨県でと
れたぶどうを「あずさ」や「かいじ」で甲
府駅から新宿駅まで輸送し、新宿駅構内で
販売するといったケースもありました。地
方の名産品を東京の方に楽しんでいただ
き、これをきっかけにそうした方々が今度
はその名産品の地に旅行に行っていただけ
るようになれば素晴らしいことだと考えて
います。当社の持つリソースは地方と首都
圏をつなぐのに最適であり、本サービスは
大きな可能性を持っていると思います。

堤口 東北エリアと首都圏エリアで事業展
開を行う当社にとって、地方創生はひとつ
のミッションであり、様々な事業において
その精神を体現していくことが大切だと考
えています。本サービスを通じてそのミッ
ションの一端を果たしていきたいというの
が当社の一貫した想いです。東日本大震災
が発生した際、私たちは被害の激しかった
東北を復興するために何か盛り上げられる
ようなことができないかと考えました。い
ち早く駅構内で産直市を開催したのもその
ためで、地域の方も買い物をされるお客様
も皆さん大変に喜んでいただけました。そ
こでさらに発想を広げて企画化したのが本
サービスのそもそもの始まりだったので
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す。

浜田 駅構内での産直市をより盛り上げる
ためにはどうしたらいいかという一心でし
た。産直市も定期的なイベントとなってく
るとどうしてもマンネリ化してしまいま
す。そこで新幹線を使って地産品を東京に
輸送し、産地と買い物をされるお客様をつ
なぐ輪を大きく広げることを考えたわけで
す。

出発30分までの受付完了で
利用可能な「Quick」版も登場

――なるほど。「はこビュン」事業化には
そのような深い想いがあってのことだった
のですね。サービスの提供エリアはどのよ
うになっていますか。

堤口 現状は当社が管轄する東日本エリア
のほか、JR北海道とJR西日本の管轄エリア
の一部がその適用範囲になります。

――「はこビュン」で利用できる列車の本
数はどのくらいなのでしょうか。

浜田 当社が管轄する東日本エリアの新幹
線で言えば1日に約340本（上り下りをそれ
ぞれ1本と数える）運行していますので、
いずれも利用することができます。利用人
気が高いのは地方から東京駅に昼頃に到着
する上りの便で、先ほども申し上げた通
り、朝水揚げあるいは収穫した産品を首都
圏の販売ルートに届けるといったケースが
多い状況です。下りについても徐々に実績

があがっており、豊洲市場で買い付けられ
た鮮魚を長野県のスーパーに週2回定期的
に輸送する案件も受注しています。

堤口 本サービスについては地方から東京
へという上り便の流れが注目されがちです
が、東京には様々な産品、商品が揃ってい
ますので、下り便でそれら産品、商品をま
とめて地方へ輸送するケースも今後増えて
いくでしょう。その意味では、地方と首都
圏、特に東京との双方向での本サービスの
利用が拡大していくものと見ています。

浜田 豊洲市場には全国から様々な鮮魚が
集まります。先ほど事例紹介した長野県は
海がありませんので、鮮度の高いそうした
豊富な種類の鮮魚を定期的に迅速かつ一括
で仕入れられる本サービスは魅力的です
し、さらに「江戸前」の鮮魚というのは付
加価値が高いようです。

――本サービスの双方向性での利用が徐々
に拡大しているわけですね。

浜田 はい。当社グループで運営する駅構
内の小売店「NewDays」で販売しているお
にぎりやサンドウィッチにつきましても東
京から下り便で新潟や郡山に毎日輸送して
います。

――本サービスの事業展開に関する目標に
ついて教えてください。

堤口 あくまで努力目標ではあります
が、3〜5年後に本サービスに関連した事業

図表１ 「はこビュン」の事業スキーム
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トータルのグループ収益で100億円程度を
達成したいと考えています。グループ収益
ですから、(株)JR東日本商事のような当社
グループ会社が運営する店舗や企画したイ
ベントでの輸送商品の販売収益なども含ま
れます。その意味では、本サービスは当社
グループにとっても輸送だけでなく様々な
ビジネスチャンスにつながるものと認識し
ています。

浜田 当社グループの店舗展開やイベント
企画などは駅構内だけでなく、様々な場所
や会場に広がっていますから、本サービス
で輸送した商品をより多くの方々に楽しん
でいただける環境はできています。実
際、JR東日本商事では、8月27日〜9月26日
の期間、東日本エリアの名産品や地産品を
集めた販売店舗「のもの P O P - U P
STORE」を「GINZA SIX」に出店し、好
評を博しました。本サービスに関連する事
業でのグループ収益目標は高いですが、グ
ループ全体でこの取組を着実に進めていけ
ば達成することができると思っています。

中田 今後の事業拡大のカギを握る下り便
の活用について言えば、東京駅はある面巨
大なショッピングモールであり、そこでは
地方の方々にとっても魅力的な商品が販売
されています。先般も当社グループでこれ
ら商品の販売イベントを地方で企画したと
ころ、持って行った商品が全て売れたとい
うことでした。

堤口 当社グループが運営している商業施
設には東京でしか販売していない商品が数
多くあります。そうした商品を地方へ輸送
し販売しますと、大変に喜んでいただける
わけです。コロナ過で地方の方々が東京に
来られない状況の中で、そうした方々の期
待にも応えていきたいと考えています。
浜田 コロナ感染者数の減少に伴って行動
規制が緩和され、徐々に列車を利用して旅

行されるお客様の数も回復してきておりま
すが、アフターコロナの社会状況が全て元
通りになるとは考えられません。そうした
社会状況の変化を踏まえれば、人が思い通
りに移動することができない分、その地で
しか手に入らない商品をお届けする当社グ
ループの事業の意義は大きいと思っていま
す。

――本サービスは列車輸送という点でモー
ダルシフトにつながるものと考えることも
できるかと思いますが、環境保全の観点で
はどのように認識されていますか。

浜田 物流においても環境保全への取組は
必然であり、モーダルシフトを推進する中
で本サービスがその選択肢の一つとなるこ
とはあり得ると認識しています。また、ト
ラック輸送でのドライバー不足は次第に深
刻化してきていますから、本サービスがそ
の代替輸送となり得るとの認知を広げ、利
用件数をさらに拡大して参りたいと考えて
います。

――本サービスの利用事例はまとまった量
の産品や商品が多いようですが、多様な荷
主の要望への対応についてはどのようにお
考えですか。

浜田 10月からは緊急輸送ニーズに対応
し、当日かつ荷物1個から個人でのお申し
込みも可能な新サービス「はこビュン
Quick」の提供を開始しました。荷物を所
定の場所にお持ち込みいただき、輸送を希
望する列車の発車時刻の30分前までに受付
を済ませていただければ、当該新幹線での
輸送サービスを利用することができます。
到着した荷物は、到着駅のカウンターで発
送当日の営業時間内に受け取れますので、
お客様はその手はずを整えておいていただ
くだけで済みます。現在、新サービスの提
供範囲は、東北新幹線の東京駅・仙台駅間
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（上下各12本）と上越新幹線の東京駅・新
潟駅間（上り11本、下り12本）で対応でき
るものとなっています。ただ、ご依頼案件
が想像以上に多いことから、今後はサービ
ス内容を拡充するため、提供範囲を広げる
とともに利用できる駅を増やしていく方針
です。

新幹線の途中駅での荷降ろしなど
様々な課題への対応も検討の方針

――新サービスを提供する人員体制はどう
なっていますか。

舟瀬 JR東日本物流では、既存アセットと
して東京、新潟、仙台の各駅での商品配送
に対応するスタッフが常駐しています。新
サービスにおける発送駅での荷物の積み込
みと、到着駅での荷物の積み降ろしについ
ては、そのスタッフの一部を割り当てて対
応しています。また、これら各駅には新サ
ービスを受け付けるためのカウンターも設
置し、ここに受付を担当するスタッフも配
置しました。このように新サービス提供の
ために人員を増やすということはなく、既
存アセットの範疇で対応しています。今後
新サービスの提供範囲を広げ、利用できる
駅を増やしていくことについては、別途対
応を検討していく必要があることは言うま
でもありません。

浜田 新サービスに関しては機械や部品を
荷物とする輸送が多く、実際にお客様にヒ
アリングしたところでは、新潟のほか、長
野を輸送先とするニーズが多いことが分か
りました。長野は精密機械メーカーが多い
ですから、今後の新サービス提供範囲の拡
大については、このヒアリングの結果を踏
まえて検討を進めていく考えです。

――東京から部品を輸送するニーズが多い
というのは意外な感じがします。

浜田 ヒアリングしたところでは、工場で
の部品在庫を極力少なくし、必要に応じて
東京や大阪などの都市に設置している在庫
拠点から部品を調達するケースが多いよう
です。このようなオンデマンドでの部品調
達ニーズが多い点は私たちにとっても意外
でしたが、新サービスはこのニーズにぴっ
たりとフィットしており、部品輸送での新
サービスの利用が今後広がる可能性がある
と見ています。

――列車輸送サービスを航空便にリンク
し、より海外も含めた遠くへ迅速に荷物を
輸送するというような要望はありますか。

浜田 すでにそのようなご要望が寄せられ
ています。国内の遠隔地はもちろん、越境
ECなどで商品を海外に輸送したいというご
要望などが挙がっており、こうした展開も
今後の検討課題になっています。

――列車輸送サービス事業の取組での課題
はありますか。

中田 新幹線での輸送については、オペレ
ーションの関係上、始発駅で荷物をお預か
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りし、終着駅でその荷物をお引渡しするこ
としかできないのですが、途中駅で荷物を
降ろすことを望まれるお客様の声も多くな
ってきており、このご要望にどうしたらお
応えできるのかということを考えていかな
ければならないと思っています。

堤口 新幹線の途中駅での停車時間は1分
間しかありませんし、お客様が乗降された
後に荷物を積み込んだり、降ろしたりする
わけですから、とても時間が足りません。
ただ、大宮駅で荷物を降ろしてほしいとい
うご要望があまりにも多いため、新函館北
斗駅から東京駅までの新幹線において
は、12月10日から1日のうち2本については
大宮駅停車時間を5分間に延長するという
ことで調整させていただいています。

浜田 大宮には首都圏を対象にした共同配
送センターが多くあるようで、そのために
大宮駅で荷物を降ろしたいというご要望が
数多く寄せられているようです。

堤口 大宮が陸送道路網の接点になってい
るということかと思います。その大宮を通
り越して東京まで輸送してしまうと、今度
は陸送で東京から大宮まで逆戻りすること
になるわけです。

浜田 列車輸送サービスに対するご要望は
実に様々です。当社グループとしては、そ
のご要望にいかにお応えしていくかはもち
ろん、お応えできないことも検討の中で明
確化していかなければならないと考えてい
ます。

堤口 卸売企業など荷物をお預けになられ
る荷主のお客様だけではなく、その先には
小売業や飲食業を営まれるお届け先がある
わけですから、そのご両者にとってご満足
のいただけるサービスとなるよう心掛けて
いくことが大切です。

浜田 これから列車輸送サービスをご検討
されるお客様は今も何らかの手段で荷物を
輸送しているわけですから、当社グループ
の列車輸送サービスにそれに勝る魅力がな
ければ、切り替えていただくことはできま
せん。お客様の多くが輸送委託先をブラン
ド化して固定しており、これを切り替えて
いただくためには大変な労力が必要ですか
ら、まずは1回でも列車輸送サービスをご
利用いただき、その際のご判断で定期的な
ご利用にお進みいただければと思っていま
す。

――他の輸送手段からの切り替えでコスト
は重要な判断材料になります。この点につ
いてのお考えをお聞かせください。

浜田 一般に利用が多い陸送についてもそ
の契約内容は様々ですし、「はこビュン」
ついてもお客様ごとに契約内容が異なりま
すので、一概に比較することは難しいとこ
ろがあります。そのうえで仮に現在利用さ
れている陸送に比べて少々コストが高くな
るとしても「はこビュン」の長所である速
達性や定時性に対する評価がこれに勝る場
合は多いと考えていますし、コストによる
表面的な対比で競うのではなく、本サービ
スの優位性である速達性と定時性の2点を
強く訴求していきたいと考えています。

――貴社グループの展開されている列車輸
送サービスの取組がよく分かりました。地
方と首都圏を結ぶ新たなビジネスチャンス
につながる展開に今後の物流革新のヒント
を見る思いがします。本日はお忙しい中、
大変にありがとうございました。
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拠点構内作業の自動化・省人化へ
最新鋭の自動化機器などが出揃う

【注目の出展製品・サービス】
国際総合物流展2021①
〈2021.10.13～10.15〉

内外の最新物流機器・システム・情報等のソフトとハードが一堂に結集した「国際物流総
合展2021」が去る10月13日（水）〜同15日（金）の期間、東京ビッグサイト・青海展示棟
A・Bホールで開催された。同展は、物流に関連するハード・ソフトに直接触れることので
きる国内最大のイベントで、物流関係者の関心がことのほか高い。そこで本号から数回に分
け、同展出展製品・サービスの中から本誌が独断で注目した製品・サービスの内容を紹介す
る。(編集部)

REPORT 02

自律走行型ピッキング補助ロボット「FlexComet」と「FlexSwift」
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シリウスジャパン(株)
独自開発のAMRソリューション
迅速かつ低コストでの導入を実現

シリウスジャパン(株)は、ハードとソフトで構成される物流倉庫内AMRソリューションを
紹介した。同社のコア技術は、このハードとソフトの独自性にある。ハードとなるAMR
は、設計から開発、製造、テストに至るまでのロボット生産サプライチェーンの全てを自社
で行っており、高性能のロボットを低コストでかつ安定的に提供することが可能となってい
る。バッテリーは交換式のため、作業時間内でのロボットへの充電は不要。今回の展示会で
は、自律走行型ピッキング補助ロボット
「FlexComet」と「FlexSwift」を展示し
た。ロボット本体に組み込むソフト
「megacosmOS」も同社が独自に開発し
たもので、システムの安定性、拡張性も
確保されている。WMSやMESと連携
し、指示を管理するロボットマネジメン
トシステム「FlexGalaxy」も提供。ロボ
ット自身の行動はエッジコンピューティ
ング技術を活用しており、専用の高速ネ
ットワーク環境も不要。導入時のインフ
ラ投資も大幅に削減できるとしている。



６輪カート自動積み付け装置「トランシップ・カートローダー」と
６輪カートを牽引するAGV「TOW-SO3」
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超低床式AGFの実演走行

西部電機(株)
６輪カートへの積替作業を自動化
カートを自動搬送するAGVも提供

西部電機(株)は、６輪カート自動積み付け装置「トランシップ・カートローダー」とカー
ト・カゴ車向けの牽引式AGV「TOW-SO3」を出展した。トランシップ・カートローダー
は、パレット積載荷物を６輪カートに積み替える作業を完全自動化したもので、現場オペレ
ーターの作業負荷軽減と省人化に寄与す
る。ユニット化により短工期で導入できる
ため、現場を止めずに据付が可能。６輪カ
ートへの積み替えも隙間なく詰め込むた
め、積載効率の最大化が図れる。一
方、TOW-SO3は、カートや台車などの搬
送物との自動連携が可能で、脱着時の衝撃
を最小限に留める構造設計となっており、
荷崩れを起こさずに安定搬送が行える。ト
ランシップ・カートローダーとの連携で、
荷物を積み替えられた６輪カートの自動搬
送にも活用することができる。

トランコム(株)／Chinoh.AI(株)
拠点の作業工程の約４割を自動化
AGV、RGV、超低床式AGFなどで

トランコム(株)と、同社資本業務提携先のChinoh.AI(株)は、Chinoh.AIが展開する自動搬
送ロボット事業を紹介した。Chinoh.AIは、AI・ロボティクス・IoTなどに関連する中国の
先進物流技術・システムを導入するための総合ソリューション事業を展開。中国物流機器メ

ーカーとの提携で開発した独自物流機
器の提供も行っている。同社が提案す
る物流拠点の自動化は、「搬送→格納
→在庫補充→ピッキング→搬送」の部
分で、この工程の前の「入荷→検品」
と後の「検品→出荷」を除く約4割の
工程。そのための自動搬送ロボットと
して、AGV、RGV（有軌道無人搬送台
車）のほか、超低床式 AGF（無人搬送
フォークリフト）などを提供する。
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「DANDY AUTO-PILOT」の実演走行

Hangzhou Iplusmobot Technology Co.,Ltd
自律走行型ロボット2機種を紹介
WMSなどと統合可能なシステムも

Hangzhou Iplusmobot Technology Co.,Ltd は自律走行型ロボット「EMMA400L」と
「EMMA1000」の2機種を出展した。EMMA400Lは、倉庫や工場プラントでオペレーター
との協働が可能な環境での低可搬重量品の搬送作業に適する。一方、EMMA1000は、２D
LiDARとVisual SLAM技術を搭載し、障害物回避機能に優れた仕様となっており、最大重量
1,000㎏の荷物搬送が可能だ。EMMAシリーズは、屋内用自律走行型ロボット向け汎用プラ
ットフォームともいうべきもので、これらロボットと、これらロボットの複数台走行管理を
可能にするCloudiaロボットスケジューリング管理システムとで構成される。同システム
は、高度なスケジューリングシステムとプラン
ニングアルゴリズムにより、適切なタイミング
で適切なエージェントに各種作業を割り当て、
倉庫や工場の各機器のアイドルタイムを最小限
に抑え、物流全体のコスト削減を実現するもの
となっている。既存のWMSやMES、ERPとの統
合も簡単に行えるため、同システム導入によ
り、構内作業の自動化を促進し、あらゆる作業
や動きを全体的に体系化することでさらなる効
率化が実現できる。

自律走行型ロボット「EMMA400L」と「EMMA1000」

〈花岡車輌(株)〉
段差や勾配に強い自律移動型AGV
ロッカーボギー機構採用で課題解消

花岡車輌(株)は、段差や勾配に強い自律移動型AGV「DANDY AUTO-PILOT」を出展し
た。DANDY AUTO-PILOT は、磁気テープの床への貼り付けなどの加工が不要なガイドレ
スAGVで、レイアウト変更などへのフレキシブルな対応が可能。本体に搭載されているタッ
チパネルは直感的なUIデザインが採用されており、分かりやすく操作しやすいため、自由な

経路設定が可能。管理者モードではエリア設定も
自由に行えるほか、侵入禁止エリアやスロープエ
リア、高速走行エリアから低速走行エリアまでマ
ップに自由に記載することができる。従来の自律
移動型AGVはタイヤの回転で自己位置を認識す
るため、段差や傾斜のある走路での搬送に弱点が
あったが、DANDY AUTO-PILOTはロッカーボ
ギー機構を採用により難路での走行適応性を克服
している。なお、DANDY AUTO-PILOTの発売
は2022年の予定。
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(株)モノリクス
構内の荷物搬送自動化をサポート
様々なメーカーのAGVを提供

(株)モノリクスは、AGVの導入サポートをアピールした。AGV導入サポートでは、顧客物
流現場の構内荷物搬送自動化の要望を聞き取り、取り揃えている様々なメーカーのAGVの中
から最適な機種を選定し、現場の状況にあった台数の導入を提案（トライアルで1台からの
導入にも対応可能）する。顧客はAGV
に対する専門知識や情報がなくても手
軽に準備を進めることができるため、
低コストかつ迅速にAGVを導入するこ
とが可能。具体的に提供できるAGV
は、トヨタL＆F東京(株)のシンプル
AGV「キーカート」、協栄産業(株)の
協働運搬ロボット「THOUZER」や搬
送ロボット「SIGNAS」、ZMP(株)の物
流支援ロボット「CarriRo」などとなっ
ている。

「THOUZER」の実演走行

本誌掲載の記事、写真、図表・イラスト等の無断複写・転載を禁止します。
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